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神緑会学術誌 第11巻1995年
特集第3部 追 悼
生 駒 純 一 郎 を 悼 む
福 留 金 一 郎(医 専25年卒)
去る1月17日 の突然の県南部震災は全 く思いがけな
い大天災で私達 も当 日は右往左往,全 くのパニ ック状
態で一 日が暮れま したが,ま さかその 日生駒君が震災
家屋の崩壊 にて圧死 していたとは思い もよらず,2～
3口 後,彼 の死 を知 り花然 自失,只 々悲 しみのみが頭
をよぎり,さ ぞや苦 しくつ らかっただろうと今だに彼
の面影が脳裏を去来 し思 い出すたびに悲 しさが増すば
か りです.
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彼 は 「純 ちゃん」の愛称で同級生の誰からも慕われ,
こ とに私 とは卒業後稲岡,安 本君 とともに一年間のイ
ンター ン生活を母校病院で共に学び,寝 食 を共に し,
彼 のお宅 にも2,3度 遊びに寄せて もらった りし,彼
の明晰な頭脳 とパーソナリティの良さに引かれ,私 達
より年下で したが尊敬する人物 としてお付 き合いさせ
て戴いていたのですが,イ ンターン修了後彼 は第一内
科 に入局 し,私 は病理学教室へ とお互いの進む道 を異
に した後 は,彼 との交流 も少な く,そ の後お互いに開
業 した とい うものの神戸の東 と西で時たま同窓会で顔
を合 わせて旧交 を暖める状態で したが,彼 が開業後医
師会関係 に関与 し,県 医師会常任理事 として中央へ も
出向 き医政に力 を注いで活躍 しT将 来 を喝望 されてい
ることを我 が事の ように嬉 しく思 っていました、
丁度私達が須磨 に若富病院を設立 した,昭 和50年 間
もな く,彼 が脳梗塞で倒れたことを知 り,安 本君 と甲
南病院にお見舞いに伺 い回復す るだろうが,向 後医師
としてはやって行 けないので はと二人で心配 していた
のですが,彼 の持 まえの努力 と精進で 日常診療に従事
できるまで回復 し頑張っていることを聞き喜んでい ま
した.
今彼の無 き現在,宿 命,天 命 とはいえ努力に努力を
重ね,精 進に精進 を重ねて頑張 ってきた彼を一瞬 にし
て奪炉去 った現実 に一種の腹立た しさとともに無念の
涙 にくれる毎 日です
生駒君 さぞや無念であった ことで しょう.
今 はただ君の御冥福 を祈 るのみです.安 らかにお眠
り下さい.
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